
　

大
変
な
功
績
を
残
し
、
勇
退
さ
れ

た
武
井
前
会
長
の
後
を
受
け
継
ぐ
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
に
こ
れ
程
貴
重
な
体
験
が
で
き

る
と
は
夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
本
当
に
私
で
良
い
の
で
す
か
と

不
安
を
感
じ
な
が
ら
、
今
も
同
じ
気

持
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
素
晴
ら
し
い
ブ

レ
ー
ン
に
恵
ま
れ
、
何
と
か
皆
様
の

後
押
し
を
受
け
、
保
護
司
生
活
27
年

目
の
経
験
を
精
一
杯
生
か
し
、
お
役

に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
な
ら
と
お
引

き
受
け
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
広
報
部
会
、
研
修
部

会
と
活
動
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
就
労
支
援
部
会
も
難
題
を

抱
え
な
が
ら
も
間
も
な
く
活
動
し
て

く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
厳
し

い
経
済
情
勢
で
あ
る
が
故
、
対
象
者

の
た
め
に
も
力
を
合
わ
せ
、
確
実
な

も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

時
代
が
大
き
く
変
化
し
、
保
護
司

の
存
在
す
ら
地
域
に
は
気
づ
か
れ
な

い
よ
う
に
し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま

し
た
が
、
最
近
は
地
域
の
皆
様
に
保

護
司
活
動
の
内
容
や
意
義
に
つ
い
て

理
解
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
法
務

省
も
い
ろ
い
ろ
な
方
策
に
取
り
組
ん

で
お
り
ま
す
。

　

公
共
団
体
、他
の
更
正
保
護
団
体
、

地
域
等
の
連
携
を
強
化
し
積
極
的
な

保
護
司
活
動
が
望
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
と
一
緒
に
考
え
、
話
し
合
っ

て
、
よ
り
良
い
春
日
部
地
区
保
護
司

会
に
し
、
地
域
の
大
き
な
役
割
を
担

う
こ
と
の
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

地
域
皆
様
の
一
層
の
ご
協
力
を
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
体
制
に
臨
み

春日部地区保護司会（春日部市・杉戸町・宮代町）
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春
日
部
地
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司
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社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
一
環

と
し
て
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、

犯
罪
や
非
行
防
止
な
ど
に
つ
い
て
の

作
文
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
は
春
日
部
地
区
で
は

次
の
方
が
入
選
し
ま
し
た
。

　

私
を
と
り
ま

く
人
々
に
あ
り

が
と
う
の
感
謝

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
参
加

杉
戸
町
立
杉
戸
中
学
校
２
年　

小
原 

真
綺
さ
ん

め
る
何
か
を
捜
し
て
欲
し
い
。

　

そ
し
て
、
自
分
を
大
切
に
し
、
感

謝
を
忘
れ
ず
、人
も
大
切
に
す
れ
ば
、

い
じ
め
も
な
く
な
る
の
で
は
と
い
う

思
い
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
５
月
11
日
開
催
の
春
日
部
地
区
保
護
司
会
定
例
総
会
に

於
い
て
会
長
を
辞
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

春
日
部
地
区
保
護
司
会
会
長
と
し
て
４
期
８
年
間
、
保
護
司

の
皆
様
お
よ
び
事
務
局
の
方
々
の
公
私
に
わ
た
る
温
か
い
ご
指

導
と
ご
厚
情
を
賜
り
大
過
な
く
職
責
を
全
う
す
る
こ
と
が
で

き
、
心
か
ら
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
長
８
年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
保
護
司
定
数
が
54
名
か
ら

70
名
に
増
員
に
な
り
、
更
生
保
護
制
度
施
行
60
周
年
の
記
念
事

業
が
あ
り
、
更
生
保
護
60
周
年
記
念
誌
の
編
集
に
も
編
集
委
員

と
し
て
参
画
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
１
ブ
ロ
ッ
ク
保
護
司
会
会
長
、
埼
玉
県
連
合
保
護

司
会
副
会
長
と
し
て
も
推
挙
を
い
た
だ
き
、
私
に
と
り
ま
し
て

は
身
に
あ
ま
る
大
役
で
あ
り
大
変
で
あ
り
ま
し
た
。

　

春
日
部
地
区
保
護
司
会
に
於
い
て
は
念
願
で
あ
り
ま
し
た
、

３
部
会
の
復
活
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

広
報
部
会
で
は
「
保
護
司
だ
よ
り
」
を
発
刊
し
て
地
区
内
春

日
部
市
、
杉
戸
町
、
宮
代
町
に
全
戸
配
布
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
に
と
っ
て
は
最
高
の
思
い
出
に
な
り
、
関
係
者
の
皆

様
に
感
謝
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
保
護
司
を
昭
和
58
年
１
月
拝
命
以
来
、
保
護
司
活
動

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
昨
年
11
月
30
日
に
定
年
退
職
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、
は
た
し
て

保
護
司
と
し
て
の
職
責
に
対
応
で
き
た
の
か
反
省
大
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
物
の
考
え
方
、
見
方
の
幅
が
広
が
り
、
大
勢
の
友

人
が
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き
な
財
産
で
す
。
今
後
は

保
護
司
と
し
て
培
っ
た
多
く
の
体
験
を
地
域
の
活
動
に
生
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

永
い
間
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
方
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
春
日
部
地
区
保
護
司
会
が
水

口
新
会
長
を
中
心
と
し
て
ま
す
ま
す
発
展
す
る
よ
う
祈
念
し
ま

し
て
退
任
の
こ
と
ば
と
い
た
し
ま
す
。

７
月
２
日
㈪　

―
各
支
部
で
―

第 63 回

人

権

作

文

埼
玉
県
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長
賞

〔
社
会
を
明
る
く
す
る
た
め
に
〕

の
気
持
ち
で
中
学
校
生
活
を
楽
し
く

送
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属

し
、
習
字
と
運
動
が
大
好
き
で
す
。

　

作
文
を
書
く
こ
と
に
よ
り
、
困
っ

た
り
、
悩
ん
だ
り
し
た
時
は
、
自
分

を
大
切
に
思
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
の

存
在
を
忘
れ
ず
、
乗
り
越
え
て
欲
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
を
好
き
に
な
り
、
今
と
未
来

を
大
切
に
し
、
そ
の
た
め
に
打
ち
込

啓

発

活

動

▽
春
日
部
支
部

　

他
の
団
体
と
春
日
部
駅
周
辺
で
犯

罪
、
非
行
防
止
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な

ど
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
民

文
化
会
館
で
講
演
会（
少
年
犯
罪
の

傾
向
と
原
因
）を
行
い
ま
し
た
。

▽
杉
戸
支
部

　

若
い
力
で
社
会
を
明
る
く
と
、
町

内
３
中
学
校
に
て
、
社
明
運
動
へ
の

協
力
依
頼
と
各
地
区
課
題
へ
の
取
り

組
み
を
し
、
ま
た
、
地
区
民
協
さ
ん

と
の
交
流
を
も
ち
、
啓
発
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

▽
宮
代
支
部

　

宮
代
支
部
で
は
、
町
内
３
中
学
校

に
て
、
犯
罪
や
非
行
防
止
の
啓
発
を

図
る
目
的
と
し
て
、
生
徒
の
登
校
時

に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。

保護司 2 9年を振り返って
春日部地区保護司会　前会長　武 井　　章
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研
修
部
会
で
は
保
護
観
察
官
に
よ

る
年
４
回
の
定
例
研
修
会
と
、
１
泊

２
日
の
県
外
研
修
会（
東
北
少
年
院

と
東
日
本
震
災
地
の
視
察
）を
実
施

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
研
修
会
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
結

果
、
日
帰
り
視
察
研
修（
喜
連
川
社

会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
）を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
保
護
司
の
職
務

遂
行
に
有
益
な
研
修
に
な
る
よ
う
努

力
し
て
い
ま
す
。

　

広
報
部
会
は
、
春
日
部
市
・
杉
戸

町
・
宮
代
町
の
皆
様
に
、
保
護
司
と

は
何
か
。
保
護
司
は
ど
ん
な
仕
事
を

し
て
い
る
の
か
。
春
日
部
市
・
杉
戸

町
・
宮
代
町
の
保
護
司
約
70
名
で
組

織
し
て
い
る
春
日
部
地
区
保
護
司
会

は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
昨
年
度

か
ら
「
保
護
司
だ
よ
り
」
を
発
行
し

て
い
ま
す
。「
保
護
司
だ
よ
り
」
が
、

保
護
司
の
役
割
の
ご
理
解
に
少
し
で

も
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

　

春
日
部
地
区
保
護
司
会（
保
護
司

約
70
名
）は
、
年
間
を
通
し
次
の
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
理
事
会
…
総
会
に
付
議
す
べ
き
事

項
・
総
会
の
議
決
に
基
づ
く
会
務

の
執
行
に
関
す
る
事
項
な
ど（
年

４
回
）

○
総
会

○
定
例
研
修
会
…
さ
い
た
ま
保
護
観

察
所
主
催
で
実
施
す
る
研
修（
年

４
回
）

○
県
外
研
修
…
東
北
少
年
院
・
喜
連

川
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー　

○
毎
年
７
月
に
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
月
間
に
参
加（
駅
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
、
講
演
会
な
ど
）

○
学
校
等
と
の
連
携
強
化
活
動（
学

校
訪
問
、
ミ
ニ
集
会
、
民
生
委
員

さ
ん
と
意
見
交
換
な
ど
）

○
保
護
司
だ
よ
り
の
発
行
…
一
般
の

方
の
保
護
司
へ
の
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
月
の
発

行
で
、
本
年
は
第
２
号
の
発
行
と

な
り
ま
す
。

定例研修会

社会を明るくする運動の啓発活動

部
会
の
活
動
報
告

研

修

部

会

広

報

部

会

　

現
在
の
社
会
経
済
情
勢
の
中
で
、

就
職
先
を
見
つ
け
る
こ
と
は
日
を
追

う
毎
に
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す

が
、
だ
か
ら
こ
そ
就
労
支
援
を
行
う

就
労
支
援
部
会

事
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。
有

職
者
と
無
職
者
で
は
再
犯
率
は
５
倍

も
違
っ
て
き
ま
す
。

　

10
月
３
日
に
部
会
を
開
催
し
、
保

護
観
察
官
か
ら
部
会
員
が
就
労
支
援

を
行
う
た
め
の
体
制
と
全
体
像
や
協

力
雇
用
主
開
拓
を
進
め
て
い
く
た
め

の
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

保
護
司
会
の
活
動
状
況

　

平
成
24
年
10
月
25
日
、
東

京
の
元
赤
坂
御
苑
で
開
か
れ

た
、
秋
の
園
遊
会
に
招
待
さ

れ
ま
し
た
。

武
井
前
会
長

　 

秋
の
園
遊
会
に
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
「
保
護
司
だ
よ
り
」を
通
し
、
保
護

司
及
び
春
日
部
地
区
保
護
司
会
の
活

保
護
観
察
対
象
者
と
犯
罪
内
容

　
種
別
　
　
主
な
罪
名 

　
　  

件
数

・
１
号
観
察
…
窃
盗
・
交
通
関
係
等　

47
件

・
２
号
観
察
…
窃
盗
・
強
盗　
　
　
　

15
件

・
３
号
観
察
…
強
盗
・
薬
物
関
係
等　

10
件

・
４
号
観
察
…
薬
物
関
係
・
窃
盗
等　

21
件

生
活
環
境
調
整

・
少
年
院
…
10
件　

・
刑
務
所
…
74
件

（
平
成
24
年
11
月
末
日
現
在
）

発
行
・
編
集
　
春
日
部
地
区
保
護
司
会

事
務
局
　
春
日
部
市
中
央
六
丁
目
二
番
地　

春
日
部
市
役
所
社
会
福
祉
課
内

春
日
部
地
区
の
特
徴

　

他
地
区
に
比
べ
、
や
や
少
年
事
件

が
多
く
、
暴
走
族
が
ら
み
の
事
件
が

散
見
さ
れ
、
内
容
は
傷
害
、
恐
喝
等

道
交
法
以
外
は
粗
暴
犯
、
成
人
は
薬

物
事
犯
、
強
盗
致
死
傷
・
強
姦
等
、

凶
悪
犯
罪
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

編
集
後
記

動
状
況
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
犯
罪

や
非
行
の
防
止
に
、
ま
た
罪
を
犯
し

た
人
の
立
ち
直
り
に
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。（
町
田
）

春日部地区保護司会　組織図
（平成24年12月１日現在）

保護観察処遇までの流れ

定数：70人　現在数65人

春日部支部
48人

杉戸支部
９人

宮代支部
８人

副会長　松本　博道 副会長　新井　　武 副会長　折原　正司

内田満寿子　　髙橋　文子　　髙橋　修子
梅谷　正之　　三ノ輪健三　　吉田　秀宝
三浦　宏之　　吉村　貞子　　渡邊　一民
石川　　清　　岡田　誠一　　関根　政男
土生津紀江　　山内　融法　　小島　紘一
水野　　洋　　中田　健治　　熊井　知仁
内田　善健　　金重　光江　　中田　礼子
清水けい子　　鳴島　　清　　石川ヒサ子
小林　秀樹　　髙橋　　薫　　平原　君子
谷島　克代　　會田　貢平　　小久保博史
児島　信弘　　町田　輝夫　　矢島　順子
木村奈加子　　竹田　正則　　寺本　邦子
逸見　英男　　永田　京子　　新井　和正
河井　崇文　　浪打　　彬　　石塚　唯夫
梶川登代子　　野村　三男　　飯塚　悦子
平原まり子　　　　　　　　　　　　　　

中里たか子
坂巻　東洋
野口　道夫
關口　邦子
芹沢　久枝
川田　妙悦
菅野　泰孝
武井　浩昌

榊原　一雄
手島　　亙
小林　次祥
大塚　秀吉
中村　惠子
為ケ谷千佳子
田島　正徳

会長　水口　賢一（春日部支部）

検察庁

刑事施設 婦人補導院

地方更生保護委員会（仮釈放・仮退院の許可）

少年院

保護観察付
執行猶予

補導処分
保護観察
処分

警　察

家庭裁判所裁判所

実刑
少年院
送致処分

保護観察付
執行猶予者

婦人補導院
仮退院者

保護観察
処分少年

仮釈放者
少年院
仮退院者

（４号観察） （１号観察）（３号観察） （２号観察）

保護司

保  護  観  察
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